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【緒言】グラフェンは優れた電気的特性を有するため蓄電デバイス等への応用が

期待されている。しかし、大量生産可能な既存のトップダウン手法ではグラフェ

ンの特性に影響する各構造の作り分けが困難である。当研究グループでは、ゲル

クロマトグラフィを用いたグラフェンの構造分離手法 1 )を報告した。より高精度

な分離技術確立に向け、本研究ではグラフェンの構造とゲルへの吸着優先度の相

関について調べた。  

【実験】ドデシル硫酸ナトリウム (SDS)水溶液中にて等量の

カーボンナノファイバー (CNF)と酸化グラファイトを超音

波処理により剥離した。得られたグラフェン・酸化グラフ

ェン (GO)混合分散液を、アリルデキストランゲルを充填し

た多段カラムの最上段に注入し、カラムへの吸着の有無に

よりグラフェンを分離した。CNF のみを超音波処理し作製

したグラフェン分散液に対しても同様の実験を行った。  

【結果と考察】Fig. 2 に各段通過グラフェン・GO 混合分散

液より得られたラマンスペクトルを示す。カラム

通過に伴うピーク半値幅の減少と G’バンド強度

の増大が確認された。また XPS による測定結果か

ら、通過段数の増加に伴うグラフェン中の O 原子

割合の減少が確認された。これらの結果から、低

酸化度のグラフェンが選択的にカラムを通過し、

GO が優先的にゲルへ吸着したと考えられる。

Fig. 3 にグラフェンのみの分散液を

カラムに通過させた際の、各段通過

グラフェンの AFM 像を示す。カラ

ム通過に伴うシートサイズの増大が

確認され、小さなシートサイズのグ

ラフェンが優先的にゲルへ吸着した

と考えられる。シートサイズの低下に伴い酸素官能基導入率が高くなることで酸

素官能基と相互作用する SDS の被覆率が低下 2 )し、ゲルへの高い吸着性を示した

と考えられる。  
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